
「
両
立
支
援
制

度
セ
ミ
ナ
ー
」

は
子
育
て
と
仕

事
を
両
立
さ
せ
る
上
で
知
っ
て
お

き
た
い
国
の
法
整
備
と
、
企
業
の

具
体
的
な
支
援
施
策
に
理
解
を
深

め
て
も
ら
う
目
的
で
大
阪
労
働
局

雇
用
均
等
室
が
主
催
し
た
。
こ
の

日
は
現
役
の
大
学
生
や
既
卒
の
就

活
生
ら
が
参
加
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
同
局
雇
用
均

等
室
の
加
藤
由
希
子
厚
生
労
働
事

務
官
＝
写
真
下
＝
が
ミ
ニ
法
律
講

座
と
し
て
男
女
雇
用
機
会
均
等
法

や
育
児
・
介
護
休
業
法
の
概
要
や

中
身
に
つ
い
て
解
説
し
た
。

加
藤
事
務
官
は
「
就
活
で
は
ど

ん
な
基
準
で
企
業
を
選
ん
で
い
る

の
だ
ろ
う
か
。
一
日
24
時
間
の
う

ち
16
時
間
は
働
く
こ
と
に
費
や
し

て
お
り
、
仕
事
選
び
は
人
生
設
計

を
イ
メ
ー
ジ
す
る
の
が
不
可
欠
だ
」

と
強
調
。
第
一
子
の
出
産
が
平
均

30
・
３
歳
、
第
二
子
が
32
歳
と
い

う
デ
ー
タ
を
踏
ま
え
「
20
歳
代
前

半
に
就
職
し
て
か
ら
出
産
、
育
児

ま
で
期
間
は
わ
ず
か
８
年
だ
。
皆

さ
ん
は
そ
う
遠
く
な
い
時
期
に
育

児
に
関
わ
る
こ
と
に
な
る
。
今
の

う
ち
か
ら
家
庭
と
仕
事
の
両
立
を

ど
う
図
る
か
を
考
え
て
欲
し
い
」

と
提
起
し
「
法
律
に
理
解
を
深
め
、

将
来
、
育
児
休
暇
な
ど
を
取
得
す

る
時
に
役
立
て
欲
し
い
」
と
話
し

た
。
（
記
事
、
４
面
に
続
く
）
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２０１５年１０月１６日

大阪新卒応援ﾊﾛｰﾜｰｸ

3

情熱と素直さで

大手地銀に内定

地域医療に貢献

北野病院事務職に

仕事と子育て、両立支援待ったなし

2

子
育
て
を
し
な
が
ら
仕
事
を
続
け
る
人
を
支
援
す

る
両
立
支
援
制
度
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
セ
ミ
ナ
ー

と
、
く
る
み
ん
認
定
企
業
な
ど
が
参
加
し
た
拡
大
版

の
Ｒ
Ｍ
Ｂ
（
レ
ギ
ュ
ラ
ー
マ
ッ
チ
ン
グ
ブ
ー
ス
）
説

明
会
が
９
月
25
日
、
大
阪
新
卒
応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

な
ど
で
開
か
れ
た
。
セ
ミ
ナ
ー
で
は
育
児
・
介
護
休

業
法
の
解
説
や
、
く
る
み
ん
認
定
企
業
で
あ
る
関
西

ア
ー
バ
ン
銀
行
の
人
事
担
当
者
が
社
内
で
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
事
例
報
告
し
た
。
参
加
し
た
就
活
生
は

メ
モ
を
取
る
な
ど
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。

関西アーバン銀行人事部の山中美果人事・

企画グループダイバーシティ推進チーム主任

＝写真＝が、同行が取り組む働きやすい職場

環境づくりの具体事例を発表した。

同行は専門スキルの向上と人材の強化に向け、ダイ

バーシティを推進している。今年９月には均等・両立推

進企業表彰の均等推進企業部門とファミリーフレンドリー

企業部門

でそれぞ

れ大阪労

働局長優

良賞を受

賞してい

る。

山中主

任は育児

休暇など

の両立支

援制度の浸透を図ることが大切だとした上で、「産前産

後休暇を取得予定の職員を対象に、育児復帰者の体験談、

妊娠中の健康管理、待機児童問題を受けた「保

活」の重要性などについて講義する「プレママ

セミナー」を実施しているほか、両立支援ガイ

ドブックの配布や管理職を対象にしたセミナー

などを通じて、周囲の理解促進と意識向上に努

めている」と強調した。また、店舗ごとの退社

目標時間の設定や、ＮＯ残業デーの実施など多

様な労働条件の整備が「仕事にメリハリを付け、

効率化に結びついているようだ」と分析した。

育児参画については、育児休暇は１歳６月未

満とし特別な場合は２歳まで取得できるほか、

短時間勤務制度は子が小学校入学まで。看護休

暇も子が一人で年５日間、２人以上なら年10日

間、取得できる制度を紹介した。

一方、ポジティブアクションの取り組みにつ

いて、女性総合職の積極採用についても言及し

た。平成23年度は５人（12.2％）の採用だった

のに対し27年度は29人、31.2%に増えた。グルー

プ長以上の女性登用率も25年度が103人（13.4

％）だったのに対し27年度は117人（15.2％）

に伸びた。それを踏まえ山中主任は「2017年度

には登用率を20％にする数値目標を設定してい

る。女性の力を最大限発揮できるよう今後とも

積極的な施策に取り組みたい」と話した。

「
保
活
」や
先
輩
マ
マ
の
話
、
セ
ミ
ナ
ー
で

関西アーバン銀 事例報告
大
阪
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◆今年は就活のスケジュールが変更

された。何か影響はあったか。

特に感じなかった。私は昨年10月、

学外の講座に参加し、本格的に就活を

始めた。一日限りのインターンシップ

にも参加した。中には今年５月に内定

を取り、就活を終えた人もいたが、周

りの動きは特に意識しなかった。

◆当初から金融志望だったのか。

いや、絞り込むまでに時間がかかっ

た。商社や物流、ウエディングまで幅

広く会社説明会には足を運んだ。３月

の合同説明会でたまたま損害保険会社

の方に声をかけられて。そこで損保や

銀行の話を聞き「おおっ、いいな」と。

銀行は女性が多く活躍している。行員

の方からは「金融は目に見える商品で

はないから、人が勝負となる」と教え

られた。それを聞き、私も海外でのボ

ランティア活動やアルバイトの経験を

生かし、目の前のお客様を笑顔にでき

るのではないか、と気付いた。

◆本命の地銀とはどう出会ったのか。

セミナーだ。人事担当者や行員との

座談会があり、計２回参加した。予約

を取るのが大変で…。ラッキーだった。

こちらが質問し、行員が答えるパター

ン。入行２－３年目の方と話した。

◆どんな雰囲気だったか。

新入社員の仕事の流れや職場の雰囲

気が分かった。育児休業後に職場復帰

された方の話もあり、女性の活躍にも

関心が高まった。みなさん良い人ばか

りで、こちらの話や質問を一つ一つ丁

寧に聞いてくれる。その姿勢に惹かれ

た。普段からお客様にこんな接客を心

掛けているのだろうと、その姿が伝わっ

てきた。話しぶりもソフトで高圧的な

方もいなかった。若手が活躍できる環

境のようだ。セミナーでは、他の学生

からほとんど質問がなくて。だから私

は「ここだ」と思って積極的に手を上

げた。行員の答えを聞くと「会社の考

えは私が普段、思っていることに近い

ぞ。あっ、ここは同じだ」。聞けば聞

くほど感じるようになった。

◆具体的にいうと。

「メガバンクは決められたことをす

るイメージだが、ウチは違うよ。若い

うちからどんどん経験させる社風だよ」

という。私も若いうちから経験を積み

活躍できればと考えていた。行員には

メガバンクを辞退して入行した方もい

る。メガという名前でなく働き方を重

視する点は、私の考えとピッタリ。こ

こなら、結婚や出産後も長く働けると

実感した。以来、金融に絞ってからは、

同じ銀行のセミナーに何度も足を運ん

だ。「あの子、また来ている」と思わ

れるぐらいに。

◆実際の面接はどうだったか。

計４回、全て１対１だった。40分か

ら１時間ほど私が質問する形式もあっ

た。３回目は本社で人事と。「総合職

は甘くないよ」「しんどいこともある

けど、どう乗り越えるか、考えていま

すか」との質問も。特に「メガを併願

しているか」はよく聞かれたから「御

行が第一志望です。メガは受けていま

せん」ときっぱり、熱意を込めて伝え

た。最終面接は15分ほど。意思確認の

ようで、その場で内定が告げられる。

８月４日からわずか10日で決まった。

◆大阪新卒応援ＨＷはどのように知っ

たのか。また役に立ったことは何か。

相談できるところを、と自分で探し

見つけた。ＪＳ（ジョブサポーター）

にはＥＳを何度も見てもらい添削を受

けた＝写真下は赤字の直しが入ったＥ

Ｓの草稿。なぜこの銀行か、会社説明

会での話や自分がその時、感じたこと

だけを書いた。会社概要の引用は一切

なし。すべて自分の言葉だ。就活ノー

トは３冊に及んだ。自己ＰＲはスーパー

のレジ係の経験を書いた。接客は自分

は良かれと思っていてもお客様によっ

てはクレームに繋がることもある。

「これがいい」と自分勝手に決めつけ

てはダメだと痛感した。入行後もこの

経験を生かし、お客様の立場に立った

接客を心掛けたい―という内容だ。

◆就活を振り返って感じることは。

いろんな方と出会えてむしろ楽しかっ

た。私は何かすごい経験をしているわ

けでもない。だから面接での質問には

自分らしく素直に答えた。そして「御

行が第一志望、ぜひ入りたいです」と

の熱い思いだけはしっかりと伝えられ

たと思う。金融はセミナーが多いが、

ぜひ参加して欲しい。そこで出会った

人たちの言葉が、私には貴重だった。

熱意と素直さで大手地銀に
第一志望だった地方銀行のセミナーには何度も足を運んだ。行員の言葉や

表情はしっかりメモし、志望動機は自分が感じたことだけを綴った。書いて

は直されたＥＳ、企業への思いを書きなぐった就活ノート…。書くことで自

分を深め、「ここに入りたい」という情熱で掴んだ銀行員への道だった。

セミナーの話はノートにしっかりメモ。これがＥＳのネタになる

ＥＳには、セミナーで聞いたことや自分の感じたことだけを書いた

同じ銀行のセミナーには何度も。それが志望の熱意として伝わった

近畿大学経営学部４回生・女性
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「地域の基幹病院として医療に貢

献できる。これが仕事の魅力だ。超

高齢化社会に向け地域連携はますま

す大切になる。事務職として患者様

を支えたい」。

大阪市北区の北野病院。地域医療

サービスセンター事務職の男性＝写

真＝は笑顔で仕事への思いを語った。

同院は、医学研究所を持つ総合病院

で1928年に設立された。京都大学医

学部と供に地域の中核病院、地域医

療支援病院、大阪府がん診療連携拠

点病院として高度先進医療を提供す

る。

大阪大大学

院文学研究科

では言語学を

専攻。博士課

程に進むつも

りだったが上

手くいかず一

度も就活を経

験しないまま

昨年３月卒業

した。大学の

事務職を目指

すも何から手

を付けていいか分からず「最終選考

ははるかに遠く、当たって砕ける。

その連続だった」。

今春には就活エージェントの利用

を始めたが「英語ができる人はたく

さんいる。もはやTOEICのスコアは武

器にならないとまで言われ、職務経

験ゼロも大きい」と厳しく指摘され

た。「これが、年齢を重ねた文系・

院既卒者の就活の現実か…。事務職

の選考も結果は出ないし。卒業から

既に１年。これが辛く悲しかった」。

大阪新卒応援ＨＷは弟の紹介だ。

１社内定にこぎ着けたが、迷ってい

た。目先を変えてみたいとさっそく

相談窓口を訪ねる。「最初は悲壮感

あふれた場所かと思っていたが、全

然違った。雰囲気も明るく居心地も

いい。ＪＳも親切だった。もっと早

く来れば、と後悔した」。

北野病院との出会いは窓口での勧

奨がきっかけだ。「『あすＲＭＢ

（レギュラーマッチングブース）の

会社説明会があるよ。のぞいてみれ

ば』。病院事務職は思いもよらなかっ

たが、地域と連携し高度な医療を手

厚く提供する話がとても新鮮だった。

「助け合いの心がいい」。また様々

な職務が経験でき、長期的なキャリ

アが形成できる点も魅力だった。

「仕事を頻繁に変えてはスキルは身

につかない。ここなら自分を試せる

のではないか」。

応募に当たり自分が取り組んでき

た英語の文法理論の研究やアルバイ

トの経験、なぜ北野病院なのかを何

度も文章に書いては削り、簡潔にま

とめた。面接では志望動機で話した

「貢献」の定義について質問がきた。

「事務職は直接、患者様に手当て

を施すことはない。君のいう『貢献』

とは具体的に何なのか、と。私は、

もし病院がなくなれば地域に多大な

影響を与えるし、その存在と責任は

重く大きいと思う。医師や看護師な

ど多様な医療従事者と共に責任を持っ

て病院運営に当たる事務職も、やは

り『貢献』していると言ってもいい

のではないか。その思いを素直に伝

えた」と振り返る。内定先は既に断

り、背水の陣で臨んだ面接だった。

卒業から１年。採用の連絡に「長かっ

た。ようやくほっとできた」。

「きょうはどんなことが学べるの

か。日々、仕事が楽しい」。男性職

員の言葉が弾む。地域医療サービス

センターでは患者本人や医療機関か

らの受診予約調整や緊急時の手配、

救急患者窓口の対応などを担当。気

を付けているのは自分で勝手に判断

しない報告・連絡・相談の大切さだ。

「いずれも急ぎの仕事。バタバタ

する中、上司や先輩が常に気遣って

くれる」。手術や診察で医師が手を

離せない場合は看護師や事務方を通

じて相談する調整力が求められる職

場だ。

素早く対応できる先輩の姿に、い

つか自分も、との思いがある。仕事

でやることが増える＝できることが

増えるんだ、とポジティブに考えて

いる。今後は「医事課や庶務など様々

な現場を知り仕事への理解を深めた

い」。診療情報管理士など業務で生

かせる資格の取得も視野に入れる。

「大阪新卒応援ＨＷに来た翌日に

ＲＭＢで北野病院と出会え、本当に

幸運だった。諦めずにチャレンジし

てよかった」。

「事務の仕事で地域医療に貢献したい」
博士課程に再度、挑むか、就職するか。葛藤の末に選んだ道は院卒・無職

の厳しい就活だった。不採用が続く現実に押しつぶされそうな日々…。そん

な時、大阪新卒応援ＨＷで出会ったのが北野病院の事務職だった。「地域医

療の中核として市民を支える姿に、ここだ、と感じた。多くの経験を積み病

院事務のスペシャリストを目指したい」。仕事にかけるその思いを聞いた。

公益財団法人田附興風会 医学研究所北野病院
地域医療サービスセンター事務職・26歳男性

急ぎの仕事だからこそ、自分で勝手に判断せず、報告・連絡・相談を
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レ
イ

興
産
株
式
会
社
ヤ
ン
マ
ー
保
険
事

業
部

ヤ
ン
マ
ー
グ
ル
ー
プ
の
企

業
や
社
員
が
顧
客
の
保
険
代
理
店
。

損
保
・
生
保
扱
う
。
一
般
事
務
職

も
▼
プ
リ
セ
プ
ト

健
康
補
助
食

品
や
自
然
食
品
の
開
発
販
売
。
青

汁
や
コ
コ
ナ
ッ
ツ
オ
イ
ル
を
生
協

に
納
め
業
績
拡
大
▼
大
修
館
出
版

販
売

英
語
辞
書
の
定
番
ジ
ー
ニ

ア
ス
英
和
辞
典
や
検
定
済
教
科
書
、

副
教
材
の
販
売
促
進
▼
山
崎
産
業

家
庭
用
・
業
務
用
の
環
境
美
化

用
品
の
製
造
販
売
。
浴
室
の
足
ふ

き
マ
ッ
ト
や
私
鉄
の
ベ
ン
チ
、
ご

み
箱
の
製
造
販
売
▼
宮
脇
鋼
管

鋼
管
の
卸
・
販
売
・
加
工
サ
ー
ビ

ス
。
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
に
同
社

製
品
が
使
用
▼
間
口

総
合
物
流

サ
ー
ビ
ス
業
で
大
手
ス
ー
パ
ー
や

食
品
、
家
電
な
ど
を
顧
客
に
安
定

し
て
い
る
▼
丸
食
フ
ー
ズ

丸
大

食
品
の
関
連
会
社
で
肉
・
魚
類
、

惣
菜
な
ど
の
食
材
を
外
食
・
給
食

産
業
に
納
入
。
定
着
率
も
高
い
。

両
立
立
支
援
制
度
に
つ
い
て
加

藤
事
務
官
は
「
ウ
チ
の
会
社
は
規

模
が
小
さ
い
か
ら
育
児
休
業
が
取

れ
な
い
、
と
の
声
を
聞
く
が
そ
れ

は
誤
り
だ
。
パ
ー
ト
や
派
遣
、
契

約
社
員
な
ど
雇
用
期
間
の
定
め
の

あ
る
労
働
者
で
も
一
定
の
要
件
を

満
た
せ
ば
育
児
休
業
が
取
得
で
き

る
。
ま
た
、
３
歳
未
満
の
子
を
養

育
す
る
労
働
者
は
、
希
望
す
れ
ば

１
日
の
所
定
労
働
時
間
を
原
則
６

時
間
と
す
る
短
時
間
勤
務
制
度
も

活
用
で
き
る
」
と
紹
介
し
、
法
制

度
を
利
用
す
れ
ば
、
産
後
で
も
ゆ
っ

く
り
し
た
ペ
ー
ス
で
仕
事
が
で
き

る
利
点
を
強
調
し
た
。

そ
の
上
で
「
両
立
支
援
が
ど
の

程
度
進
ん
で
い
る
か
、
判
断
す
る

一
つ
の
基
準
と
な
る
の
が
く
る
み

ん
認
定
企
業
だ
。
い
わ
ば
国
が
子

育
て
サ
ポ
ー
ト
企
業
の
お
墨
付
き

を
与
え
て
い
る
と
い
っ
て
良
い
。

ぜ
ひ
ど
ん
な
企
業
が
あ
る
か
、
大

阪
労
働
局
Ｈ
Ｐ
の
企
業
リ
ス
ト
を

見
て
欲
し
い
」
と
し
「
中
に
は
法

以
上
に
社
内
制
度
を
充
実
さ
せ
て

い
る
企
業
も
あ
る
。
具
体
的
な
行

動
計
画
は
外
部
へ
の
公
表
が
義
務

付
け
ら
れ
て
お
り
、
確
認
も
で
き

る
。
両
立
支
援
の
中
身
を
企
業
選

び
の
基
準
に
し
て
欲
し
い
」
と
呼

び
掛
け
た
。

■
今
秋
絶
対
内
定
へ
就
活
生
が

面
接
会

若
者
応
援
宣
言
企
業
が

集
う
就
職
フ
ェ
ア
２
０
１
５
が
10

月
14
日
、
大
阪
・
梅
田
の
ハ
ー
ビ

ス
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
、
就
活
生
が

意
中
の
企
業
の
面
接
会
に
臨
ん
だ
。

製
造
業
や
卸
売
・
小
売
、
医
療
・

福
祉
、
飲
食
な
ど
80
社
が
参
加
し

た
。
苦
手
な
面
接
を
ど
う
克
服
す

る
か
を
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
対
策
セ

ミ
ナ
ー
を
始
め
、
応
募
書
類
の
添

削
や
相
談
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ら
れ
、

終
日
に
ぎ
わ
っ
た
＝
写
真
。
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皆さまこんにちは。季節はどんどん過ぎ早くも

10月ですね。就活仲間には、内定式に出た方もい

て焦りを感じている方もいるかもしれません。私

は内定式に出ていないと思っている方もいるかも

しれません。でもよく考えてください。働き始め

るのはいつかというと来年４月からです。あと半

年しかないではなく、あと半年じっくり将来働く

ところを考えるいい時間があると思ってください。

就活仲間は少なくなっても、大阪新卒応援ハロー

ワークのスタッフはいつでもあなたの味方です。

どんな些細なことでもサポートさせていただきま

すので、大阪新卒応援ハローワークへお越しくだ

さい。皆さまのお越しをお待ちしております。

入社は４月、焦らずじっくりと

「へーっ、そうなんや」企業14社集結

両
立
支
援
制
度
セ
ミ
ナ
ー

く
る
み
ん
企
業

ぜ
ひ
チ
ェ
ッ
ク

●
１
面
か
ら
続
く

10
月
29
日

拡
大
Ｒ
Ｍ
Ｂ

「へーっ、そうなんや」と思わせる特長やアピールポイントがある企業14社が10月29日、大阪新卒応

援ハローワークの拡大版レギュラーマッチングブース説明会・面接会に集結する。今回は、紳士スポー

ツカジュアルウエアの製造・卸売業や、大手グループ企業の保険代理業務、英語の辞書や教科書の出版

営業職などそれぞれの分野で強みを持った多彩な企業がそろう。ぜひ各ブースをのぞいて欲しい。
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